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■
バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
の
廃
車
手
続

き
は
３
月
中
に 

　

軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在
の

所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
盗
難
な

ど
で
、
実
際
は
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車

を
所
有
し
て
い
な
く
て
も
、
３
月
中

に
廃
車
手
続
き
を
し
な
い
と
、
平
成

　

年
度
も
課
税
さ
れ
ま
す
。
手
続
き

２６が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
早
め
に
お

届
け
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
原
動
機
付
自
転
車
の
場
合

は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
印
鑑
、

標
識
交
付
証
明
書
を
ご
持
参
の
上
、

市
民
税
課
へ
。
そ
の
他
は
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

l
原
動
機
付
自
転
車
（　

㏄
ま
で
の

１２５

バ
イ
ク
）
…
市
民
税
課
、　

㏄
超
の

１２５

税　

金

税　

金

税　

金

バ
イ
ク
…
東
京
運
輸
支
局
八
王
子
自

動
車
検
査
登
録
事
務
所
（
緯　

・
５

０５０

５
４
０
・
２
０
３
４
）、
軽
自
動
車
…

軽
自
動
車
検
査
協
会
八
王
子
支
所

（
緯　

・　

・
６
２
６
２
）

０４２

５５７

■
軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て 

　

身
体
障
害
者
ま
た
は
精
神
障
害
者

な
ど
に
対
す
る
軽
自
動
車
税
の
減
免

措
置
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

l
市
民
税
課

■
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

▼
確
定
申
告
は
お
早
め
に

　

平
成　

年
分
の
申
告
書
の
提
出
お

２５

よ
び
納
税
の
期
限
は
、
所
得
税
お
よ

び
贈
与
税
は
３
月　

日
㈪
、
個
人
事

１７

業
者
の
消
費
税
は
３
月　

日
㈪
ま
で

３１

で
す
。

　

ｅ
們
Ｔ
ａ
ｘ
や
郵
便
、
信
書
便
に

よ
る
送
付
、
税
務
署
の
時
間
外
文
書

収
受
箱
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
定
申

告
書
等
の
作
成
が
で
き
ま
す

　

所
得
税
の
確
定
申
告
書
、
消
費

税
、
贈
与
税
の
申
告
書
を
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.nt

a.go.jp

）
内
の
「
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ｅ
們
Ｔ
ａ
ｘ
は
、
作
成
し

た
申
告
書
デ
ー
タ
に
電
子
証
明
書
を

添
付
し
て
、
そ
の
ま
ま
送
信
（
提
出
）

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
納
税
は
振
替
納
税
を

　

所
得
税
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税

の
納
税
に
は
、
振
替
納
税
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
付
書
で
納
付
さ
れ
る
場

合
は
、
必
ず
期
限
ま
で
に
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　

い
ず
れ
も
l
日
野
税
務
署（
緯　
・
５８５

５
６
６
１
※
音
声
案
内
で
２
を
選

択
）

 
■
日
野
市
ミ
ニ
バ
ス（
市
内
路
線　
・
（S）

川
辺
堀
之
内
路
線　

）
に
中
型
車
両

（K）

が
運
行
し
ま
す 

　

３
月
１
日
㈯
か
ら
利
便
性
向
上
の

た
め
、
日
野
市
ミ
ニ
バ
ス
の
市
内
路

線
お
よ
び
川
辺
堀
之
内
路
線
で
、
不

定
期
に
中
型
車
両
の
運
行
を
行
い
ま

す
。

　

他
の
路
線
と
間
違
っ
て
乗
車
さ
れ

る
の
を
防
止
す
る
た
め
、
車
両
前
面

に
日
野
市
ミ
ニ
バ
ス
で
あ
る
こ
と
を

表
示
し
て
い
ま
す
。

l
京
王
電
鉄
バ
ス
㈱
桜
ヶ
丘
営
業
所

（
緯　
・
２
７
１
２
）、市
都
市
計
画
課

５９１
■
多
重
債
務
で
悩
ま
な
い
で
～
借
金

は
必
ず
解
決
で
き
ま
す 

▼
多
重
債
務
特
別
相
談
「
多
重
債
務

　

番
」
…
a
３
月
３
日
㈪
・
４
日
㈫

１１０午
前
９
時　

分
～
正
午
、
午
後
１
時

３０

～
４
時
d
東
京
都
と
市
区
町
村
が
連

携
し
債
務
整
理
の
方
法
や
解
決
へ
の

市
民
生
活

市
民
生
活

市
民
生
活

ア
ド
バ
イ
ス
・
債
務
特
別
相
談
b
l

消
費
生
活
相
談
室
（
生
活
・
保
健
セ

ン
タ
ー
内
緯　

・
３
５
５
６
）

５８１

▼
無
料
法
律
相
談
…
d
弁
護
士
に
よ

る
ア
ド
バ
イ
ス
k
電
話
l
市
民
相
談

窓
口

▼
消
費
生
活
相
談
…
d
消
費
生
活
相

談
員
が
債
務
整
理
に
よ
る
方
法
や
解

決
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
k
電
話
l
消
費

生
活
相
談
室
（
緯　

・
３
５
５
６
）

５８１

■
３
～
５
月
は
引
っ
越
し
シ
ー
ズ
ン

！
引
っ
越
し
に
伴
う
ご
み
は
計
画
的

に
お
出
し
く
だ
さ
い 

　

３
～
５
月
は
新
生
活
を
始
め
る
方

も
多
く
、
粗
大
ご
み
が
増
え
る
時
期

で
す
。
粗
大
ご
み
の
収
集
は
早
め
に

計
画
を
立
て
、
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）

は
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
利
用
）
よ
り

も
良
い
ご
み
減
量
の
方
法
で
す
。
引

き
取
り
業
者
を
紹
介
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
粗
大
ご
み
の
お
申
し
込
み
は
お
早

め
に

　

収
集
効
率
を
高
め
る
た
め
、
地
区

ご
と
に
収
集
の
曜
日
を
決
め
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
収
集
ま
で
に
２
週

間
近
く
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
計
画
を
立
て
、
早
め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
込
方
法
は
、「
ご
み
・
資

源
分
別
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の　

ペ
ー
ジ

２０

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

k
電
話
l
㈱
日
野
環
境
保
全（
緯　
・
５８１

４
３
３
１
）

▼
ま
だ
使
え
る
家
具
や
衣
料
は
リ
ユ

ー
ス
（
再
使
用
）
を

　

ま
だ
使
え
る
家
具
や
衣
料
は
次
に

紹
介
す
る
と
こ
ろ
で
も
引
き
取
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
リ
サ
イ
ク
ル
事
務
所
…
a
毎
日
午

前　

時
～
午
後
５
時
※
年
末
年
始
を

１０
除
く
b
万
願
寺
６
の
５
の
６
d
家

具
、
照
明
器
具
、
オ
ー
デ
ィ
オ
類
、

食
器
類
な
ど

l
同
事
務
所
（
緯　

・
５

５８１

９
６
０
）

②
ひ
の
市
民
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ

回
転
市
場
万
願
寺
店
…
a
水
曜
～
日

曜
日
午
前　

時
～
午
後
５
時　

分
※

１１

３０

祝
日
を
除
く
b
l
万
願
寺
２
の　

の
２４

７
万
願
寺
タ
ウ
ン
ビ
ル
２
階（
緯　
・
５８７

１
７
８
１
）、
同
多
摩
平
店
…
a
火

曜
～
土
曜
日
午
前　

時
～
午
後
５
時

１１

※
祝
日
を
除
く
b
l
多
摩
平
７
の　
２３

の
２
（
緯　

・
８
７
０
７
）

５８７

　

い
ず
れ
も
l
ご
み
ゼ
ロ
推
進
課

（
緯　

・
０
４
４
４
）

５８１

■
家
電
４
品
目
の
適
正
な
リ
サ
イ
ク

ル
処
理
と
不
法
投
棄
の
防
止
に
ご
協

力
を 

　

一
般
家
庭
や
事
務
所
か
ら
排
出
さ

れ
た
次
の
家
電
４
品
目
は
、
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
に
よ
り
市
で
収
集
・
処

理
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

近
年
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象

商
品
な
ど
を
回
収
し
て
い
る
民
間
業

者
が
増
加
し
て
お
り
、
排
出
者
に
高

い
費
用
負
担
を
求
め
る
な
ど
、
ト
ラ

ブ
ル
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
引
き
取
ら
れ
た
家
電
製
品
が
不

法
投
棄
さ
れ
た
り
、
不
適
切
に
処
理

さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

適
正
な
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
と
不
法

投
棄
の
防
止
の
た
め
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

f
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
品
…
エ
ア
コ

ン
、
テ
レ
ビ
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
、
液
晶
、

プ
ラ
ズ
マ
）、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
洗

濯
機
、
衣
類
乾
燥
機
※
出
し
方
に
つ

い
て
は
、「
ご
み
・
資
源
分
別
カ
レ
ン

ダ
ー
」
の　

ペ
ー
ジ
参
照
l
ご
み
ゼ

２３

ロ
推
進
課
（
緯　

・
０
４
４
４
）

５８１

■
自
治
会
に
加
入
し
ま
せ
ん
か 

　

自
治
会
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
核
と
な
る
大
変
重
要
な
活
動
団
体

で
す
。
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し

ま
す
。
ぜ
ひ
地
域
活
動
へ
の
参
加
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
自
治
会
に
加
入

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
自
治
会
を
作
り

た
い
地
域
、
自
治
会
は
あ
る
が
市
に

登
録
し
て
い
な
い
地
域
は
、
毎
年
４

月
１
日
ま
で
に
登
録
を
す
る
と
、
自

治
会
補
助
金
交
付
の
対
象
に
な
る
な

ど
、
市
か
ら
自
治
会
活
動
に
対
す
る

支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

l
地
域
協
働
課
（
緯　
・
４
１
１
２
）

５８１

■
水
道
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

東
京
都
水
道
局
多
摩
お
客
さ
ま
セ
ン

タ
ー
へ 

a
受
付
時
間
…
月
曜
～
土
曜
日
午
前

８
時　

分
～
午
後
８
時
※
祝
日
を
除

３０

く
。
な
お
緊
急
の
問
い
合
わ
せ
は
全

日　

時
間
受
け
付
け
l
引
っ
越
し
や

２４
契
約
変
更
…
（
緯　

・　

・
５
１
０

０４２

５４８

０
）、
料
金
・
漏
水
修
繕
…（
緯　

・
０４２

　

・
５
１
１
０
）

５４８
 

■
市
長
の
動
き
（
２
月
前
半
） 

［
１
日
］
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
研

修
会
［　

日
］
東
京
た
ま
広
域
資
源

１４
報　

告

報　

告

報　

告

循
環
組
合
理
事
会

l
市
長
公
室
秘
書
担
当

 　

い
ず
れ
も
、
問
い
合
わ
せ
は
、
生

活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
内
健
康
課
（
緯

　

・
４
１
１
１
）
へ

５８１■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種 

a
b
３
月
３
日
㈪
・　

日
㈪
…
生
活

２４

・
保
健
セ
ン
タ
ー
、　

日
㈮
…
福
祉

１４

支
援
セ
ン
タ
ー
い
ず
れ
も
午
前
９
時

　

分
～　

時
f
生
後
１
歳
未
満
で
Ｂ

３０

１１

Ｃ
Ｇ
接
種
を
未
接
種
の
お
子
さ
ん
※

生
後
５
～
８
カ
月
の
接
種
を
推
奨
。

副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
剤
（
ス
テ
ロ
イ

ド
薬
）
使
用
の
場
合
は
相
談
を
i
母

子
健
康
手
帳
、
予
診
票
、
長
袖
服
j

注
意
…
①
冊
子
「
予
防
接
種
と
子
ど

も
の
健
康
」
を
読
み
来
場
を
②
麻
し

ん
な
ど
の
感
染
性
疾
患
の
完
治
か
ら

１
カ
月
以
上
経
過
し
な
い
と
接
種
で

き
な
い
場
合
あ
り

保
健
・
医
療

保
健
・
医
療

保
健
・
医
療

実践女子学園と相互協力・連携に関する
包括協定を締結しました

▼
自
死
遺
族
の
た
め
の
電
話
相
談

①
a
３
月　

日
㈪
～　

日
㈬
午
前　

１０

１２

１０

時
～
午
後　

時
l
全
国
自
死
遺
族
総

１０

合
支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯　

・
３
２
６

０３

１
・
４
３
５
０
お
よ
び
緯　

・
３
９

０３

５
３
・
１
４
５
５
）

②
a
３
月　

日
㈭
～　

日
㈰
午
前　

１３

１６

１０

時
～
午
後　

時
l
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
・

１０

サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
（
緯　

・
３
７
９

０３

６
・
５
４
５
３
）

▼
東
京
都
自
殺
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
～
こ

こ
ろ
と
い
の
ち
の
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

a
３
月　

日
㈪
～　

日
㈮
の　

時
間

１０

１４

２４

対
応
l
相
談
電
話
番
号
（
緯
０
５
７

０
・
０
８
７
４
７
８
）

▼
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話

　

３
月　

日
㈪
午
前
８
時
～　

日
㈫

１０

１１

午
前
８
時
l
相
談
電
話
番
号
（
緯
０

１
２
０
・　

・　

※
毎
月　

日
実
施
）

７３８
５５６

１０

▼　

時
間
特
別
相
談

５４
a
３
月
８
日
㈯
午
前
０
時
～　

日
㈪

１０

午
前
６
時
l
東
京
自
殺
防
止
セ
ン
タ

ー
（
緯
０
１
２
０
・　

・
９
０
９
０
）

５８

▼
多
重
債
務　

番
１１０

a
３
月
３
日
㈪
・
４
日
㈫
午
前
９
時

～
午
後
５
時
l
東
京
都
消
費
生
活
総

合
セ
ン
タ
ー
（
緯　

・
３
２
３
５
・

０３

１
１
５
５
）

自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
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　市と実践女子学園では、２月１８日に「相互協力・連携に関する包括協定」
を締結しました（写真）。
　これまでも実践女子学園とは、教育機関や子育て支援施設、図書館への
実習生の受け入れをはじめ、「ひの新選組まつり」や「ひのよさこい祭」な
どのイベントへの参加、生涯学習分野での講座
の開催、地産地消を取り入れた食育事業、地域
の防災分野の協力など、多岐にわたり連携を進
めてきましたが、この協定締結により、今まで
個別に取り組んできた連携を整理しながら、よ
り体制を強化し整えていきます。
　今後は、これまで培ってきた取り組みに加え、
新たな地域の課題解決や日野市が掲げる健康維
持や人口定住化促進、産業立地強化、雇用確保
につながるような新たな取り組みを推進してい
きます。

l企画調整課
▲市長と協定書を取り交わす
井原理事長（写真右）

地域の課題解決や市の施策推進に向け連携


